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医
食
同
源
の
道
草

一

「
料
理
」
の
ル
ー
ツ

真
柳

誠

わ
た
し
は
子
ど
も
の
と
き
か
ら
食
い
し
ん
坊
だ
っ
た
。
し
か
も
母
が
料
理
下
手
を
、
妻
が
「
わ
た
し
た

べ
る
人
」
を
自
認
し
て
い
る
た
め
、
い
つ
の
間
に
や
ら
料
理
ず
き
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
生
業
が
東
洋

医
学
の
歴
史
ゆ
え
、
食
文
化
に
か
ら
む
記
述
を
古
医
籍
で
見
つ
け
る
た
び
、
医
薬
と
食
が
通
底
す
る
事
情

を
あ
れ
こ
れ
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
医
食
同
源
の
本
筋
で
は
な
い
が
、
そ
の
道
草
に
あ
る
よ

う
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
れ
を
友
人
に
開
陳
し
て
も
無
視
さ
れ
て
き
た
の
で
、
な
ら
ば
本
誌
に
書
い
て
み

た
い
と
思
い
つ
い
た
。
よ
っ
て
反
論
で
も
い
た
だ
け
る
な
ら
大
変
う
れ
し
い
。
ま
ず
は
「
料
理
」
の
ル
ー

ツ
か
ら
。

「
料
理
」
と
い
う
こ
と
ば

た
ま
た
ま
『
大
漢
和
辞
典
』
で
「
料
理
」
の
項
目
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
す
る
と
中
国
語
で
は
古
来
「
処

置
す
る
、
世
話
す
る
」
な
ど
の
意
味
し
か
な
く
、「
調
理
す
る
、
調
理
し
た
も
の
」
は
日
本
で
生
ま
れ
た
意

味
と
あ
っ
た
。
そ
の
由
来
が
江
戸
時
代
か
ら
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。
い
ま
中
国
で
最
大
を

ほ
こ
る
『
漢
語
大
詞
典
』
で
も
、
料
理
の
意
味
の
最
後
に
「
日
語
の
漢
字
詞
。
烹
調
、
亦
た
借
り
て
肴
饌

を
指
す
」
と
あ
り
、
和
製
漢
語
と
断
じ
る
。
し
か
し
料
と
理
の
字
義
か
ら
、
ク
ッ
ク
・
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
意

味
が
派
生
し
た
理
由
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。
そ
れ
で
和
製
漢
語
と
も
お
も
え
ず
、
気
に
な
っ
て
い
た
。

に
し
て
も
以
前
か
ら
香
港
や
台
湾
に
日
本
料
理
な
ど
の
看
板
が
あ
る
の
は
、
ま
ち
が
い
な
く
日
本
語
の

影
響
だ
ろ
う
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
、
大
陸
で
も
日
本
料
理
・
韓
国
料
理
の
看
板
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
流
行
の
理
由
を
中
国
の
友
人
に
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
○
○
料
理
に
相
当
す
る
中
国

語
は
○
○
菜
し
か
な
い
が
、「
菜
」
は
副
食
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
主
食
ま
で
含
む
料
理
の
表
現
が
便
利
な

の
だ
と
い
う
。
本
当
だ
ろ
う
か
。

古
本
草
に
あ
る
「
料
理
」

以
前
、
佐
原
真
氏
の
『
食
の
考
古
学
』（
一
九
九
六
）
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
わ
た
し
と
同
じ
疑
問
か
ら
「
料



図１ 『証類（大

観）本草』

図２ 敦煌本『本草集

注』（法蔵館、1997）

理
」
の
起
源
を
考
察
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
平
城
京
跡
か
ら
出
土
し
た
奈
良
時
代
七
六
〇
～
七
八
〇

年
の
須
恵
器
に
「
味
物
（
う
ま
し
も
の
）
料
理
」
の
墨
書
が
あ
り
、『
大
日
本
古
文
書
』
巻
五
か
ら
も
「
請

う
胡
麻
油
…
…
右
料
理
の
為
」
と
い
う
同
年
代
の
記
述
を
発
見
し
て
い
る
。『
大
言
海
』
が
平
安
時
代
の
『
和

名
類
聚
抄
』(

九
二
二
～
三
一)

か
ら
引
用
す
る
、「
魚
鳥
を
料
理
す
る
者
、
こ
れ
を
庖
丁
と
い
う
」
の
用
例

よ
り
一
五
〇
年
も
早
い
。

さ
ら
に
佐
原
氏
は
林
左
馬
衞
氏
の
指
摘
を
補
記
し
、『
神
農
本
草
』『
新
修
本
草
』『
証
類
本
草
』
に
料
理

の
用
例
が
あ
る
と
い
う
。
わ
た
し
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
灯
台
も
と
暗
し
だ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
調
べ
た
と
こ

ろ
、
た
し
か
に
宋
代
の
『
証
類
（
大
観
）
本
草
』（
柯
逢
時
影
元
版
、
一
九
一
〇
）
で
は
、
序
録
に
「
合
薬

分
剤
料
理
法
則
」
と
あ
る
（
図

１
）
。
そ
の
前
身
の
唐
代
『
新

修
本
草
』
（
岡
西
為
人
復
原
、

一
九
七
八
）
で
は
「
合
薬
分

剤
料
理
法
」
、
さ
ら
に
そ
の
前
身
の
南
斉
『
本
草
集
注
』
（
小
島
尚
真
ら
復
原
、
一
八
五
二
）
も
同
文
だ
っ

た
。
し
か
し
漢
代
の
『
神
農
本
草
経
』
（
森
立
之
復
原
、
一
八
五
四
）
の
序
録
に
こ
の
文
は
な
い
。

な
お
宋
代
ま
で
の
本
草
書
は
、
雪
だ
る
ま
式
に
増
補
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
一
世
紀
の
『
神
農
本
草
経
』

を
核
と
し
、
五
〇
〇
年
前
後
の
陶
弘
景
『
本
草
集
注
』
→
六
五
九
年
の
唐
政
府
『
新
修
本
草
』
→
一
〇
世

紀
か
ら
の
宋
政
府
歴
代
本
草
書
、
と
い
う
編
纂
を
へ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
の
序
録
文
は
、
陶
弘
景

に
よ
る
五
〇
〇
年
こ
ろ
の
文
章
だ
っ
た
。
各
書
の
う
ち
完
本
が
伝
わ
る
の
は
宋
政
府
の
『
証
類
（
大
観
）

本
草
』（
一
一
〇
八
）
が
最
古
で
、
そ
れ
以
前
は
う
し
な
わ
れ
た
か
一
部
分
し
か
現
存
し
な
い
。
た
だ
し
『
証

類
本
草
』
や
諸
史
料
の
引
用
文
を
利
用
す
る
な
ら
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
皮
を
む
く
よ
う
に
あ
る
程
度
の
復
原

は
可
能
で
、
そ
れ
が
前
述
の
『
新
修
本
草
』
『
本
草
集
注
』
『
神
農
本
草
経
』
で
あ
る
。

一
方
、
近
代
に
な
っ
て
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
『
本
草
集
注
』（
唐
代
七
一
八
写
）
が
龍
谷
大
学
に
所
蔵
さ

れ
、
七
巻
本
の
巻
一
の
み
だ
が
、
さ
い
わ
い
問
題
の
序
録
文
は
巻
一
に
あ
る
。
そ
こ
で
確
認
し
て
み
る
と
、

な
ん
と
「
合
薬
分
剤
料
治
法
」
に
作
っ
て
い
た
（
図
２
）
。
な
ら
ば
理
由
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
唐
の
高
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宗
は
名
（
諱
）
が
治
に
つ
き
、
唐
政
府
の
『
新
修
本
草
』
が
避
諱
の
規
定
で
治
を
使
え
ず
、
底
本
と
し
た

『
本
草
集
注
』
の
料
治
を
料
理
に
改
字
し
た
の
だ
。
そ
れ
を
宋
の
『
証
類
本
草
』
も
踏
襲
し
、「
合
薬
分
剤

料
理
法
則
」
と
記
し
た
。
唐
代
筆
写
の
敦
煌
本
『
本
草
集
注
』
で
、
料
治
が
改
字
さ
れ
ず
に
遺
存
す
る
の

は
、
民
間
ゆ
え
避
諱
を
厳
守
し
な
く
て
よ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

弁
明
し
て
お
く
が
、『
本
草
集
注
』
を
復
原
し
た
幕
府
医
官
の
小
島
尚
真
ら
も
、
中
国
歴
代
の
避
諱
改
字

を
熟
知
し
て
い
る
。
彼
ら
は
幕
末
に
遣
唐
使
本
系
『
新
修
本
草
』
の
残
巻
を
京
都
の
仁
和
寺
か
ら
発
見
し
、

そ
こ
で
『
本
草
集
注
』
を
復
原
し
た
。
し
か
し
仁
和
寺
本
は
巻
一
を
欠
き
、
当
時
は
敦
煌
本
も
な
い
。
つ

い
て
は
慎
重
を
期
し
、
『
証
類
本
草
』
に
し
た
が
い
「
合
薬
分
剤
料
理
法
」
と
記
し
た
の
だ
っ
た
。

唐
代
の
避
諱
改
字

唐
諱
に
よ
り
、
治
な
ど
が
別
字
に
改
め
ら
れ
た
例
は
医
薬
書
に
も
多
い
。
た
と
え
ば
ト
ル
フ
ァ
ン
本
『
本

草
集
注
』（
初
唐
七
世
紀
写
）
は
各
薬
の
効
果
を
「
主
治
…
…
」
と
記
す
が
、
治
を
は
ぶ
い
て
も
意
味
は
大

差
な
い
た
め
、
敦
煌
本
と
仁
和
寺
本
『
新
修
本
草
』
は
「
主
…
…
」
に
作
る
。
処
方
名
で
も
、
隋
以
前
の

医
書
が
記
す
「
治
中
湯
」
（
『
証
類
本
草
』
が
『
図
経
本
草
』
か
ら
間
接
引
用
）
を
、
唐
代
の
医
書
に
も
と

づ
く
『
金
匱
玉
函
経
』（
一
〇
六
六
初
版
）
は
「
理
中
湯
」
に
作
る
。
治
を
理
に
改
字
し
た
の
だ
。
処
方
の

効
果
を
記
す
主
治
文
で
は
、
『
小
品
方
』
（
四
五
四
～
七
三
）
の
遣
隋
使
本
系
鎌
倉
写
本
は
「
…
…
治
之
」

「
治
…
…
」
と
記
す
。
他
方
、
唐
政
府
の
王
燾
に
よ
る
『
外
台
秘
要
方
』
（
七
五
二
）
の
宋
版
は
、
『
小
品

方
』
か
ら
同
条
文
を
引
用
し
て
「
…
…
主
之
」
「
療
…
…
」
に
作
り
、
治
を
主
や
療
に
か
え
て
い
る
。

さ
ら
に
古
く
は
「
た
た
く
、
つ
く
」
と
訓
じ
ら
れ
た
冶
も
、
治
と
字
形
が
似
る
た
め
同
義
の
擣
・
搗
や

舂
に
改
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
平
安
時
代
の
『
医
心
方
』（
九
八
四
）
は
『
本
草
集
注
』
を
引
用
し
、
丸
剤
・

散
剤
用
の
粉
末
は
「
杵
を
以
て
之
を
研
冶
す
」
と
記
す
。
同
条
文
を
敦
煌
本
『
本
草
集
注
』
で
は
、「
杵
を

以
て
之
を
研
治
す
」
に
誤
写
し
て
い
た
。
『
証
類
本
草
』
で
は
「
杵
を
以
て
之
を
擣
く
」
に
作
る
。
『
新
修

本
草
』
が
唐
諱
で
改
字
し
、
そ
れ
を
『
証
類
本
草
』
が
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
新
修
本
草
』
の
仁

和
寺
本
と
敦
煌
本
に
当
部
分
は
な
い
。

つ
ま
り
敦
煌
本
『
本
草
集
注
』
の
料
「
治
」
は
誤
写
で
、
も
と
は
料
「
冶
」
だ
っ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

「
合
薬
分
剤
料
冶
法
」
な
ら
「
薬
を
合
わ
せ
て
方
剤
に
分
け
る
た
め
の
は
か
り
（
料
）
つ
き
く
だ
く
（
冶
）

法
」
で
、
文
意
が
は
っ
き
り
す
る
。
調
剤
ま
で
の
薬
物
に
対
す
る
操
作
全
般
を
陶
弘
景
は
五
世
紀
末
に
料

冶
と
表
現
し
た
が
、
唐
代
か
ら
料
理
に
変
化
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
操
作
は
料
理
の
「
処
置
す
る
」
意
味

に
も
通
じ
る
の
で
、
料
擣
や
料
舂
で
は
な
く
、
料
理
と
改
字
し
た
に
相
違
な
い
。



図３ 『千金翼』（左）・『肘後方』

（右）の料理

な
お
『
新
修
本
草
』
よ
り
六
年
前
に
唐
政
府
が
編
纂
・
頒
布
し
た
『
唐
律
疏
議
』（
六
五
三
）
に
は
、
巻

九
職
制
上
で
「
諸
合
和
御
薬
」
に
関
連
し
て
「
料
理
揀
択
不
精
者
、
徒
一
年
」
の
唐
律
が
記
さ
れ
る
。
こ

の
疏
議
に
「
料
理
謂
応
熬
削
洗
漬
之
類
。
揀
択
謂
去
悪
留
善
、
皆
須
精
細
之
類
。
有
不
精
者
、
徒
一
年
」

と
あ
る
の
で
、
や
は
り
調
剤
に
も
ち
い
る
薬
物
の
加
工
・
精
選
を
い
い
、
現
在
の
修
治
や
炮
製
に
通
じ
て

い
た
。

ク
ッ
ク
に
近
い
唐
代
ま
で
の
用
例

ク
ッ
ク
に
近
い
「
料
理
」
の
例
が
唐
以
前
に
あ
る
。

陶
弘
景
は
葛
洪
（
二
八
三
～
三
四
三
）
の
『
肘
後
卒
救
方
』
も
増
補
し
、
『
肘
後
百
一
方
』
（
五
〇
〇
）

を
編
纂
し
た
。
さ
ら
に
金
代
の
増
補
を
へ
た
道
蔵
本
の
巻
五
に
は
、
弘
景
が
葛
洪
の
『
葛
氏
方
』
か
ら
採

録
し
た
鼠
瘻
（
頚
部
リ
ン
パ
節
結
核
の
潰
瘍
）
の
治
方
（
図
３
）
が
こ
う
記
さ
れ
る
。

猫
狸
一
物
（
匹
）
を
取
り
、
料
理
し
て
羮
に
作
す
は
食
法
の
如
し
。
空
心
（
腹
）
に
之
を
進
ま
ば
鼠

子
（
ネ
ズ
ミ
）
死
し
て
出
る
。
又
た
当
に
生
に
て
呑
む
べ
し
。
其
の
功
、
弥
い
よ
効
す
。

猫
狸
は
ネ
コ
か
タ
ヌ
キ
か
ハ
ク
ビ
シ
ン
か
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の
パ
ワ
ー
で
（
ネ
ズ
ミ
に
か
じ
ら
れ

た
と
考
え
た
）
潰
瘍
の
穴
か
ら
、
ネ
ズ
ミ
を
殺
し
出
す
の
で
あ
る
。
羽
化
登
仙
し
た
と
い
う
葛
洪
ら
し
い

治
方
に
つ
き
、
お
そ
ら
く
四
世
紀
前
半
よ
り
以
前
の
文
章
だ
ろ
う
。
こ
の
料
理
は
食
べ
る
の
と
同
じ
「
あ

つ
も
の
」
に
す
る
処
置
な
の
で
、
ク
ッ
ク
に
か
な
り
近
い
。
わ
た
し
の
気
づ
い
た
こ
の
最
古
の
例
が
、
ま

っ
た
く
の
医
食
同
源
だ
っ
た
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
。

弘
景
よ
り
や
や
後
の
農
書
『
斉
民
要
術
』（
五
三
二
～
四
九
）
で
は
、
巻
三
に
「
其
（
カ
ブ
）
の
葉
、
菹

（
漬
物
）
に
作
す
は
、
料
理
す
る
こ
と
常
法
の
如
し
」
と
あ
る
。
巻
九
で
は
細
切
り
し
た
カ
ブ
や
ダ
イ
コ
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ン
な
ど
に
つ
い
て
、
か
る
く
ゆ
で
た
後
に
調
味
し
、
「
料
理
は
接
し
て
奠
す
」
「
料
理
は
之
を
半
ば
奠
し
」

「
料
理
は
直
に
之
を
満
た
し
奠
せ
令
む
」「
料
理
は
満
た
し
奠
す
」
と
あ
る
。
奠
は
す
す
め
た
り
、
お
く
こ

と
な
の
で
、
こ
の
料
理
は
「
盛
り
つ
け
」
の
意
味
だ
ろ
う
。
漬
物
も
盛
り
つ
け
も
食
べ
物
の
処
置
に
は
相

違
な
い
。

唐
代
七
世
紀
後
半
の
『
千
金
翼
方
』（
江
戸
医
学
館
影
元
版
、
一
八
二
九
）
に
も
例
が
あ
っ
た
。
巻
一
四

の
飮
食
第
四
に
、
「
身
を
資
す
る
は
薬
菜
に
在
る
の
み
。
法
の
如
く
料
理
せ
ば
殊
に
人
を
益
す
」
「
麴
…
…

料
理
に
法
あ
り
。
節
し
て
之
を
食
ら
え
」「
肉
…
…
、
料
理
の
法
は
食
経
中
に
在
り
」
と
あ
る
。
食
経
は
食

物
本
草
に
健
康
レ
シ
ピ
を
か
ね
た
書
で
、
六
朝
時
代
に
幾
書
も
あ
っ
て
流
行
し
た
。
ま
た
巻
二
二
の
猪
肚

煮
石
英
服
方
と
い
う
強
壮
処
方
（
図
３
）
で
は
、
配
剤
す
る
猪
肚
（
ブ
タ
の
胃
）
に
「
一
具
。
浄
め
、
料

理
は
食
法
の
如
く
す
」
と
注
記
す
る
。
こ
れ
ら
背
景
に
も
医
食
同
源
思
想
が
み
え
る
。

ち
な
み
に
、
以
上
の
各
書
に
は
治
の
文
字
が
多
数
あ
る
。
し
た
が
っ
て
料
冶
が
唐
諱
で
料
理
と
改
字
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
各
書
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
か
ら
料
理
と
表
現
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
み
な
処
置
す
る

か
ら
派
生
し
た
「
食
物
の
処
置
方
法
」
で
、
ほ
ぼ
ク
ッ
ク
に
近
い
。
薬
物
の
料
冶
→
料
理
と
は
別
に
、
こ

の
意
味
の
料
理
が
四
世
紀
前
半
か
ら
唐
代
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
宋
代
か
ら
消
滅
し

て
ゆ
き
、
い
ま
は
一
部
地
域
で
使
わ
れ
る
だ
け
と
い
う
。

伝
来
と
還
流

『
本
草
集
注
』
は
大
宝
律
令
（
七
〇
一
）
以
前
、『
新
修
本
草
』
も
奈
良
時
代
七
三
一
年
以
前
に
伝
来
し
、

医
生
や
薬
園
生
の
テ
キ
ス
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
す
る
と
当
時
の
医
官
た
ち
に
、
調
剤
の
操
作
が
料
冶

→
料
理
と
変
化
し
た
の
は
自
明
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
食
物
を
処
置
す
る
意
味
の
料
理
が
み
ら
れ
た
『
葛

氏
方
』
と
『
斉
民
要
術
』
は
、
各
種
食
経
と
も
ど
も
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
八
七
五
～
九
一
）
に
著
録

さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
ま
で
に
伝
来
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
中
国
文
化
を
受
容
し
た
結
果
、
食
物
な
ど
を
処
置
す
る
動
詞
の
料
理
が
徐
々
に
普
及
し
、

江
戸
時
代
か
ら
い
ま
の
意
味
に
固
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
日
本
語
と
な
っ
た
料
理
は
、
ふ
た
た
び
中
国
文

化
圏
に
還
流
し
、
も
う
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
ル
ー
ツ
を
唐
代
ま
で
の
医
薬
書
や
農
書
に
み
つ

け
た
が
、
医
食
同
源
の
ル
ー
ツ
ま
で
関
与
し
て
い
た
ら
し
い
。
料
理
ず
き
に
と
り
、
趣
味
と
本
業
を
か
ね

た
発
見
と
自
慢
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。


